様式－３
平成　　年　　月　　日

図面作成申請書
【申請者】

	自治体名
	

	担当者所属部署名
	

	担当者氏名
	

	連絡先
	TEL
	

	
	FAX
	

	
	E-mail
	


【申請内容（作成希望図面）】

	作成希望図面の内容
	メッシュの高さ
	メッシュの色
	ﾒｯｼｭ

ｻｲｽﾞ
	表示

範囲

	
	データ項目
	データ元
	データ項目
	データ元
	
	

	例）公共交通の利便性と人口集積の関係を把握する
	H17夜間人口
	○H17年国勢調査
	バス運行頻度
	●バス停位置情報と1日あたり運行本数データ
	500m
	○○市

全域

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※データ元には、○（行政連絡会で保有）又は●（会員からの提供データ）をご記入ください。
行政連絡会で保有するデータは“データ利用上の留意点”をご覧下さい。
図面作成アイデア（例）
	分 野
	把握する内容
	メッシュの高さ
	メッシュの色

	土地利用
	用途地域と実際の土地利用の乖離状況を把握する
	●住居・商業系土地利用面積
	●工業系用途地域

	
	容積率の活用状況と用途地域の関係を把握する
	●実績容積率
	●主要用途地域

	
	線引き内外の開発許可の実態をみることにより土地利用規制の運用状況を把握する
	●開発許可面積

又は件数
	○区域区分

	交通
	公共交通の利便性と人口集積の関係を把握する
	○夜間人口

又は昼間人口
	●鉄道又は

バス運行頻度

	
	交通利便性と実態の移動手段の関係を把握する
	○通勤時交通手段分担率
	○公共交通利用圏

	
	高齢者の移動の利便性を把握する


	○老齢人口又は

高齢者世帯数
	○公共交通利用圏

	
	大規模集客施設への到達手段の状況を把握する
	●大規模集客施設数
	○公共交通利用圏

	産業
	製造業の配置と利便性の状況を把握する


	●製造業販売額
	●ＩＣ利用圏

	
	拠点への商業の集積状況を把握する


	○小売業販売額
	○公共交通利用圏

	生活
	主要公共施設の配置の効率性を把握する
	○夜間人口

又は昼間人口
	●主要公共施設の利用圏

	
	小学校の配置の効率性を把握する

	○年少人口
	●小学校通学圏

	
	公園の配置の効率性を把握する
	○夜間人口

又は昼間人口
	●公園の利用圏

	環境
	ヒートアイランドの状況を把握する
	○夜間人口

又は昼間人口
	●人工排熱量

	
	緑の保全や市街地の潤い状況を把握する
	○夜間人口

又は昼間人口
	●緑被率

	防災
	洪水時に被害の大きい場所を把握する
	○夜間人口

又は昼間人口
	○浸水深さ


※○：行政連絡会で保有、●：会員からの提供データ












































































































